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今の仕事に就いたきっかけは？Q2
異分野融合のプロジェクトで
自分の適性を知ったこと

A2

印象に残っている言葉は？ 

最新号・バックナンバー

出身高校の「目指す人間像」を表す言葉
であり、高村光太郎の「少年に与ふ」という
詩の一節です。自分の強みや得意なことは
何か、意外と自分では気付けないこともあ
ります。人生のさまざまな段階や置かれた
立場によって変化するものもあると思いま
す。これは、大学院時代の恩師にも言われ
続けた、「自分（の特長）を知りなさい」とい
う言葉に通じており、長年心にとどめて
日々過ごしています。

幼い頃から学研の「科学」を愛読し、小学
校の授業で顕微鏡を使ったことがきっか
けで夢中になりました。大好きな気持ちは
衰えることなく、大学院生の時に顕微鏡を
用いた研究の第一人者である黒岩常祥先
生に師事しました。
東京大学で研究所や大学が参画する異
分野融合のプロジェクトに加わり、自分の
強みである顕微鏡の知識を使って、さまざ
まな研究をサポートするようになりました。
そこでは他の研究者にアドバイスをした
り、論文になるようなデータの支援を行っ
たりしました。そのうちに、いろいろな人と
コミュニケーションを取りながら仕事を進
めていくことが自分の新たな強みだと気

持って生まれたものを
深くさぐって
強く引き出す人
by 高村光太郎
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付きました。プロジェクトを通して、若手研
究者の論文が通った時や就職が決まった
時など、サポートのやりがいを感じました。
研究の現場を離れた研究開発戦略セン
ターでの3年間では研究者以外の方との
出会いがあり、広く物事を俯瞰し、分析した
結果を提言する、という貴重な経験ができ
ました。
現在はERATO水島細胞内分解ダイナ

ミクスプロジェクトの研究推進主任として
働いています。プロジェクトの進捗や成果
の把握、企画調整、メンバーの相談などさ
まざまなサポート業務を行っています。さ
らに、これまでの顕微鏡の知識を生かして
研究にも一部携わっています。

平日になかなかできない家事をこなし
たり、小学生の子供たちと趣味のカラオケ
を楽しんだりしています。カラオケは海外

の著名な科学雑誌の編集者とご一緒させ
ていただいたという貴重な経験もありま
す。最近は娘と行くのが楽しみです。息子
の野球チームの練習やプロ野球のゲーム
を見にいくこともあります。野球を見てい
ると、スタープレイヤーだけでなく多様な
人がいて、それぞれの役割を果たしている
からこそチームが成立していることを実
感します。研究室もいろいろな人が役割を
担って研究室が成り立っています。自分を
しっかりと見つめ、個性を生かして仕事に
携わることが大切だと思います。
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視野の広さを生かし
研究チームを支える
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休日の過ごし方は？Q3
家事をこなしつつ、
子供たちと趣味を楽しむ
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